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放課後等デイサービス取り組み
編集担当者：吉田  智弘

各位

少しずつ明るい時間も短くなり、以前よりは暑い時間が少なくなってきまし

た。皆様、いかがお過ごしでしょうか。

さて、当事業所では、放課後等デイサービス「凸凹ふう」が始まり3ヶ月が経

過しました。

見学や体験、お問い合わせをいただくこともあり、必要とされていることを感

じております。スタッフ一同、自己研鑽を欠かさない日々です。

今号では、そのような中での当事業所の取り組みについてご紹介させていただ

きます。

 

最後までご覧いただけますと幸いです。

今月の最新情報：

放課後等デイサービス取り組み

「宿泊型自立訓練施設　空室状況」

発行元：

特定非営利活動法人ふう

〒897-1123
南さつま市加世田高橋2765-105
Tel: 0993-78-3360
Fax: 0993-78-3361

ふう's レター
特定非営利活動法人ふう公式ニュースレター
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□放課後等デイサービス「凸凹ふう」

　–「遊び」を通じた社会性の獲得–

　支援例

　　「運動」

　　　　トランポリンやエアロバイクなど、

　　　　器具や活動を通じた支援を行います。

　　「美術」

　　　　クリップを使った人形作りやスライム作り、

　　　　イラストなどの支援を行います。

　　「音楽」

　　　　ピアノを用いてリズムに合わせて歌ったり、

　　　　動いたりします。

　　「交流」

　　　　さまざまな年齢の方と一緒に活動することで

　　　　人との関わり方や付き合い方を一緒に学び

　　　　ます。

　

「特定非営利活動法人ふう」について

当事業所では、日中活動支援もおこなっております。

病院とご自宅の中間施設として、居場所として、自立に向けたプログラムや、

就職に向けた訓練の場としてなど、さまざまな支援を行っております。

ぜひ、ホームページもご覧いただけますと幸いです。

https://www.npofuu.com

　NPO法人ふうでは、放課後等デイサービス「凸凹ふ

う」を運営しております。

　当事者やご家族へのサポートを「凸凹ふう」ならで

はの方法で行なっております。

　当事者の方へは「遊び」を通じて社会性を身につけ

ていただきます。「遊び」の中ではルールや人との関

わり方、体を動かすことによる感覚統合など、学びが

多くあります。

　特に、当事業所はこれまでの経験から若い年齢層の

障がい者との関わりを多く持つ機会があり、障がい児

に対する支援の必要性を強く感じることがありまし

た。

　ご家族の方々へは相談の機会や孤立しないための居

場所、自分の時間を取るための場所としてご活用いた

だければと思っております。

　当事業所は有資格者を多く抱えております。専門性

の高い支援をご提供できるよう、スタッフ一同、お待

ちしております。

「凸凹ふう」では、「遊び」を通じて
社会性を身につけていただきます。
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編集後記

　8月がお盆休みがあったこともあり、2ヶ月ぶりの発行となります。

　その間、就職された方や新しく入所された方など、人の流動も多くありました。やはり同じ時間を共有した方と

の別れは寂しいものですが、新しい生活に向けて踏み出されたと思って気持ちよく送り出せたらと思います。

　これからも、さまざまな形で情報発信を行なってまいります。多くの方に知っていただき、福祉サービスを必要

とされる方に繋がることができるよう取り組んで参ります。

引き続き、毎月15日頃に定期的に発信できればと思っております。よろしくお願い申し上げます。

「凸凹ふう」について詳しくはホームページまで！→　

「宿泊型自立訓練施設」空室状況

□利用料等

　家　賃：25,000円　共益費：5,000円

　光熱費：実費　お食事：朝・昼・夕ご提供可

□空室状況

　8部屋（体験利用可）

　※令和4年9月15日現在。

お問合せ・見学・体験は
Tel：0993-78-3360　FAX：0993-78-3361

https://www.npofuu.com/

